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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月27日(2010.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原料の炭素繊維を600～1500℃の液体Ga中に連続的に供給して浸漬する工程を含むこと
を特徴とする高導電性炭素繊維の製造方法。
【請求項２】
　原料の炭素繊維は、アモルファスカーボンを含有することを特徴とする請求項１に記載
の高導電性炭素繊維の製造方法。
【請求項３】
　原料の炭素繊維を液体Ga中に浸漬する前に、当該炭素繊維を圧延することを特徴とする
請求項１または２に記載の高導電性炭素繊維の製造方法。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれかに記載の方法により製造された高導電性炭素繊維をシースに
埋抱する工程を含むことを特徴とする送電用フィラメントの製造方法。
【請求項５】
　高導電性炭素繊維をシースに埋抱した後、線引き処理する工程を含むことを特徴とする
請求項４に記載の送電用フィラメントの製造方法。
【請求項６】
　請求項４または５に記載の方法により製造された送電用フィラメントを束ねて送電用ケ
ーブルとする工程を含むことを特徴とする送電用ケーブルの製造方法。
【請求項７】
　相互に分離していたグラフェン同士が接合された構造を含む多層グラフェン構造を少な
くとも表面に有することを特徴とする高導電性炭素繊維。
【請求項８】
　表面の多層グラフェン構造の内部にアモルファスカーボン、カーボンナノチューブ、お
よびグラファイトから選ばれる少なくとも１種を含有することを特徴とする請求項７に記
載の高導電性炭素繊維。
【請求項９】
　請求項７または８に記載の高導電性炭素繊維をシースに埋抱したものであることを特徴
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とする送電用フィラメント。
【請求項１０】
　請求項９に記載の送電用フィラメントを束ねたものであることを特徴とする送電用ケー
ブル。
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